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「歩くDX」による広島最大級の非対面・
非接触のアプリウォーキングイベント

リアルワールドゲームス株式会社（東京都千代田区）受賞者
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生活習慣改善のための事業場の食堂改善
アクションチェックリストの開発と改善活動

コマツ（株式会社小松製作所）（東京都港区）受賞者

取組アクション
適切な食生活 禁煙 健診・検診 その他適度な運動

社員食堂のヘルシー化を促進する画期的＆実用的なチェックリスト

　コマツでは2014年度から中期計画に基づき、社員のヘルスリテラシーの向上を一つの目的として全社共通の健康管理施策
を行っている。2019～2021年度の活動期間では、生活習慣病の一次予防に焦点を当てた活動を推進。大規模な生産系事業
場のすべてに社員用の食堂があり、特に昼食の利用率が高く、事業場の食堂環境に介入することで多くの社員に行動変容の機
会を提供できると考えた。
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●アクションチェックリストに基づく食堂改善　活動初年度の2019年度は、健康に
留意した食事に関する良好事例の収集や介入方法を検討する目的で、社員向け食堂の
調査を行い、食堂改善のための「KOMATSUヘルシー食堂チェックリスト」を開発。ス
マートミール認証の必須項目の7つの活動を、スマートミールという表現をスマート
ミールの基準に限らない「健康に留意した食事」という表現に変更し、実施状況を確認
した。併せて事業場の食堂の健康に留意したメニューの工夫やレイアウト、調味料の
良好事例の収集も行った。2020年度には本社健康管理部門として、①開発したチェッ
クリストの使用と改善を奨励、②事業場の人事部門長へ食堂改善の目的と意義につい
て説明、③スマートミール認証取得を支援した。

●2年間で7事業場の10食堂がスマートミールを導入　KOMATSUヘルシー食堂
チェックリストをもとに食堂や売店の実地調査を行い、事業場の関係者と本社の生活
習慣改善推進プロジェクトチームとで、事業場が優先的に取り組む活動項目を検討。
複数の事業場からスマートミール認証取得の申し出や相談があり、2020年度に3事
業場の5食堂、2021年度は4事業場の5食堂がスマートミール認証を取得。一部の事
業場では、新たな食器を購入するなどしてスマートミールメニューと既存メニューの
差別化を図り、社員がスマートミールメニューを選択しやすい工夫をこらしている。
●ヘルシーメニューの喫食率がアップ　改善に取り組んだ結果、スマートミールの
喫食数、喫食率は食堂によりバラつきがあるものの、平均して10%程度、多い事業場
では一日平均20%前後で推移している。認証取得以前からヘルシーメニューを提供
していた食堂では、認証取得前後で喫食率が6%から11%へ上昇した。

デジタルを活用したウォーキングイベントで健康増進と地域活性化に貢献

 「散歩の習慣化」は健康増進や生活習慣病予防に効果があり、さらには寝たきりを防ぎ健康寿命を延ばすことによって、医療
費の適正化にもつながる。この実現を目的に、リアルワールドゲームス株式会社では、「歩く目標とインセンティブ」を与えてユー
ザーの歩行を促進するアプリ「ビットにゃんたーず」を提供。今回、広島市中心部の商店街エリアと協業し、地元プロサッカーチー
ムのサンフレッチェ広島、イベント「ひろしまフラワーフェスティバル」とコラボして、2021年4～5月にDXを活用したマチナ
カイベント「IN TOWN WALK」を開催した。

●地元スポーツチームのファン心理を刺激するイベント　2021年4月
24日〜5月5日に開催したゲームイベントでは、市内のスポットを巡りな
がら、「ビットにゃんたーず」アプリ上でサンフレッチェ広島の選手の写真
が描かれたカードを集め、カードをコンプリートすると景品を抽選でプレ
ゼント。スポット巡りの途中でショッピングを楽しむユーザーも多く、歩
きながら街の魅力を再発見することによって、精神的な健康にもつなげ
る。並行して開催したフォトコンテストでは、Instagramと「ビットにゃ
んたーず」アプリを連携し、「つながる」をテーマにした写真を募集し、優
秀作品に選出された方に限定グッズをプレゼント。

●健康増進＆地域振興のWメリット　累計で、参加者2,590名、参加時
間1,667時間、訪問スポット数2万2,173カ所、歩数1,800万歩（1人当
たりの平均歩数7,000歩）という結果となった。また、協力した商店街の
114店舗すべてにおいて訪問数が増加し、このうち9店舗は訪問数300
回以上を記録（1店舗あたりの最多訪問数は674回）。コロナ流行の影響
で客足が減少していた商店街に活気を取り戻した。フォトコンテストで
は、専用タグ「#FFそれでも花は咲く」「#マチナカウォーク」「#サンフレ
ウォーク」で合計1,632件の投稿が寄せられた。SNSを通じて参加者以外
にも広島の魅力をPR。本イベントを通して「健康促進」と「地域振興・観光
振興」という二つの成果を得た。

　大規模事業所のすべてに社員食堂があり、かつ昼食での利用率が高いという状況を活かし、社員食堂を拠点とした健康づ
くりに取り組んだ好事例です。食事に関する健康づくり事例の収集、社員への食堂調査、コマツ独自の食堂チェックリスト
の開発など、段階的、戦略的に取組が進められています。一般に、社員食堂のヘルシーメニューは、人気がなく選択率が低
いという課題を有することが多いです。コマツでは、第三者認証のお墨付きとなるスマートミールの認証を取得し、既存メ
ニューとの差別化を図るなどの工夫により、社員のヘルシーメニュー喫食率を高める成果につなげています。本社健康管理
部門と各事業所の関係者、さらには給食受託会社が協力連携しながら、全事業所横断的な健康づくりへと発展している点も
素晴らしく、社員食堂を有する他企業が大いに参考にすべき取組と評価します。

　受賞したのは、歩行を促進するスマートフォンアプリを活用したイベントです。ゲーム性のあるアプリは歩行・身体活動
を促進するツールとしてその活用が注目されていますが、本プロジェクトは単なるアプリの活用にとどまらず、広島中心部
の商店街、プロサッカーチーム、広島フラワーフェスティバルと協力してイベント性を高め、効果を上げている点が注目さ
れます。健康産業のみならず、さまざまなセクターと協力することは、これからの健康づくりにおいて重要なポイントです。
イベントに参加する動機は必ずしも「健康」とは限りません。すなわち、これまでアプローチが困難だった健康無関心層から
の参加も期待できることになります。逆に、成果が健康に限らないことも特徴で、この事例では商店街の活性化にも一役買っ
ています。同様の企画は、今後さまざまな地域でも実施可能であり、応用性の高いことも評価できるポイントでした。

評価委員による講評：武見 ゆかり 評価委員による講評：井上 茂

KOMATSUヘルシー食堂チェックリスト
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【Basic】ヘルシーメニュー提供する
1 カロリー 1食あたり①450～650kcal未満、②650～850kcalの2段階の設定がある
2 組み合わせ 料理の組み合わせは、「主食＋主菜＋副菜」パターン、「主食＋副食(主菜、副菜)」パターンの2パターンである
3 PFCバランス たんぱく質13～20%E、脂質20～30%E、炭水化物50～65%Eの範囲に入る
4 野菜等 野菜など(野菜、きのこ、海藻、いも)の重量は、140g以上である
5 食塩 食塩相当量が①3.0g未満、②3.5g未満である
6 牛乳・乳製品、果物が含まれている

【Basic】ヘルシーメニューを選びやすくする
7 情報提供 ヘルシーメニューの情報を提供している
8 プロモーション ヘルシーメニューに「おすすめ」と表示するなど、選択時にプロモーションされていることがわかる
9 栄養情報 ヘルシーメニューの選択に必要な栄養情報等を、食堂内、掲示板等メニュー選択時にわかるよう提供している
10 説明者 ヘルシーメニューを説明できる人が食堂内にいる

【Basic】健康な食堂を管理する
11 管理栄養士・栄養士がヘルシーメニューの作成・確認に関与している
12 食堂内禁煙である

【Advanced】より質の高いヘルシーメニューを提供する
13 ヘルシーメニューの主食が週３日以上、精製度の低い穀類を含む
14 マンナンヒカリを利用した主食を提供する
15 健康米を提供している
16 麦ごはんを提供している
17 主食量を、選択または調整できる
18 ヘルシーメニューの主菜の主材料として、週３日以上、魚を提供している
19 ヘルシーメニューの主菜の主材料として、週３日以上、大豆・大豆製品を提供している
20 ヘルシーメニューが1日２種以上ある
21 メニューに漬物や汁物をつけないことができる
22 ソースやマヨネーズなどの調味料を別添えで提供している
23 野菜70g以上のメニューを提供している（サラダバーを含む）
24 牛乳・乳製品を提供している
25 果物を提供している（シロップづけを除く）
26 減塩の調味料を提供している
27 ヘルシーメニューの小鉢(副菜)を2つにする
28 疾病対策メニューを提供する
29 ヘルシーメニューの調味料をかけた状態で提供する

【Advanced】より質の高いヘルシーメニューを選びやすくする
30 ヘルシーメニューの主食の選択肢として、精製度の低い穀類を提供していることがメニュー選択時にわかる
31 主食量を、選択または調整できることがメニュー選択時にわかる
32 主食量を選択する際に、手前が小盛になるよう陳列する
33 ヘルシーメニューに、栄養成分表示（エネルギー、たんぱく質、脂質、炭水化物、食塩相当量）を示している
34 ヘルシーメニューの栄養成分表示に、飽和脂肪酸の量を示している
35 ヘルシーメニューを選択するためのインセンティブがある
36 メニューに漬物や汁物をつけないことができ、メニュー選択時にわかるように表示している
37 卓上に調味料を置いていない
38 ヘルシーメニューの主菜を選択できる
39 調味料(ドレッシングなど)の先端に、少量づつでるようなキャップを装着
40 ドレッシングのカロリー・塩分（大さじ1の）を表示している
41 健康な食事に関する健康パネルなどを掲示する
42 ヘルシーメニューのお皿をおしゃれなものにする
43 曜日により野菜多めなど、メニューに変化をつけている
44 麺類やカレーコーナーに野菜小鉢を選択しやすい環境にする

【Advanced】よりレベルの高い食堂の管理、改善を行う
45 食環境改善のための会議等を定期的に開催している
46 従業員に対し、事業所（会社）から食費の補助がある

事業所名 工場
回答者名

⬆IN TOWN WALK参加店舗での記念撮影
⬆日替わりメニューのスマートミール（画像
提供：株式会社グリーンハウス）




